
苫小牧工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 データサイエンス基礎
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 創造工学科（一般科目） 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：情報Ⅰ Step Forward！（東京書籍）
担当教員 大橋 智志,中村 嘉彦,杉本 大志
到達目標
１．産業社会と情報技術の関り，情報のモラルについて理解し，技術者の社会的責任を認識できる。
２．コンピュータや情報技術で用いる数表現を理解し，計算ができる。
３．コンピュータ，ＯＳ，論理回路，コンピュータネットワーク，コンピュータ制御の基礎事項を理解し，その仕組みについて説明できる。
４．情報技術に関する用語を理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

産業社会と情報技術の関りおよび
必要なモラル，情報セキュリティ
管理について説明できる。

産業社会と情報技術の関りおよび
必要なモラル，情報セキュリティ
管理について正確に説明できる。

産業社会と情報技術の関りおよび
必要なモラル，情報セキュリティ
管理について説明できる。

産業社会と情報技術の関りおよび
必要なモラル，情報セキュリティ
管理について説明することができ
ない。

コンピュータや情報技術で用いる
数表現を理解し，計算ができる。

コンピュータや情報技術で用いる
数表現を正確に理解し，計算がで
きる。

コンピュータや情報技術で用いる
数表現を理解し，計算ができる。

コンピュータや情報技術で用いる
数表現を理解し，計算することが
できない。

コンピュータ，ＯＳ，論理回路
，コンピュータネットワーク，コ
ンピュータ制御の基礎事項を理解
し，その仕組みを説明できる。

コンピュータ，ＯＳ，論理回路
，コンピュータネットワーク，コ
ンピュータ制御の基礎事項を正確
に理解し，その仕組みを説明でき
る。

コンピュータ，ＯＳ，論理回路
，コンピュータネットワーク，コ
ンピュータ制御の基礎事項を理解
し，その仕組みを説明できる。

コンピュータ，ＯＳ，論理回路
，コンピュータネットワーク，コ
ンピュータ制御の基礎事項を理解
し，その仕組みを説明することが
できない。

情報技術に関する用語を理解し説
明できる。

情報技術に関する用語を理解し正
確に説明できる。

情報技術に関する用語を理解し説
明できる。

情報技術に関する用語を理解し説
明することができない。。

学科の到達目標項目との関係
 Ⅰ　人間性  1 Ⅰ　人間性
 Ⅱ　実践性  2 Ⅱ　実践性
 Ⅲ　国際性  3 Ⅲ　国際性
教育方法等

概要
高度情報化社会に対応するために，必要不可欠な基礎的情報技術を習得します。情報化の進展，情報の意義と役割，情
報技術に関する基礎的な知識と技術の習得，情報および情報手段を活用する能力と態度の育成を行います
AI・数理・データサイエンス（リテラシーレベル）に関する内容を取り扱います．

授業の進め方・方法

授業は座学を中心に適宜実習を交えて実施します。実習を交えて授業を行う場合は，事前に告知しますので各自ノート
PCの準備を忘れずに行ってください。
授業の進度に伴い課題，レポート等により達成度を確認します。成績は学期末試験40％，達成度確認試験30％，到達目
標に対する達成度の確認（課題，レポート）30％の割合で評価します。
学業成績の成績が60点未満のものに対して再試験を実施する場合があります。この場合，再試験の成績をもって再評価
を行います。

注意点
準備する用具は教科書，ノート，筆記用具，必要に応じて関数電卓，英和辞典などを用意してください。本科目では
，多くの専門用語を使用します。その中には英語表記のものも多いので予習，復習時には英語表記についても学習して
ください。レポートを作成する際には，本校図書館に情報技術に関する参考文献が多数あるので参照してください。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ガイダンス，各種設定等

2週 情報とその特性，コンピュータの構成 情報とその特性，コンピュータの基本構成を理解し説
明できる。

3週 ソフトウェア，処理の仕組み ハードウェアとソフトウェアの概要について理解し説
明できる。

4週 メディアとその特性，情報の収集と分析，知的財産 情報化社会に必要なモラルや著作権，情報の収集と分
析の概要について理解し説明できる。

5週 個人情報，情報セキュリティ 個人情報の保護，情報モラル，情報セキュリティの基
本的な内容について理解し説明できる．

6週 情報のディジタル化 コンピュータの不正利用対策について理解し説明でき
る．暗号方式について理解し説明できる．

7週 基数と基数変換 2進数，16進数，n進法の表記法と基数変換を理解し活
用できる。

8週 達成度試験 これまでに学習した内容について理解している

2ndQ

9週 基数変換 2進数，16進数，n進法の表記法と基数変換を理解し活
用できる。

10週 文字・音のデジタル表現 文字，音のデジタル表現について理解し説明できる．

11週 音・画像のデジタル表現，データの圧縮 2進数，8進数，16進数の乗算と除算計算方法を理解し
活用できる。

12週 ２進数・１６進数の小数点表現・計算，２進数の除算
・乗算

２進数・１６進数の小数点表現・計算，２進数の除算
・乗算について理解し活用できる．

13週 論理回路 論理回路の概要を理解し，説明できる。



14週 論理演算 論理演算のを理解し，活用できる．
15週 論理演算 論理演算のを理解し，活用できる．
16週 定期試験 学習した内容を理解している．

後期

3rdQ

1週 プログラミング（プログラミング言語の基礎） プログラミング言語の概要について説明できる。

2週 プログラミング（フローチャート） フローチャートの繰返し記述方法について理解し活用
できる。

3週 プログラミング（初歩的なプログラミング） 初歩的なプログラミングの手順を理解し説明できる。

4週 プログラミング（アルゴリズム） プログラミングにおけるアルゴリズムの使い方を理解
し説明できる

5週 プログラミング（演習１） 初歩的なプログラミングができる。
6週 プログラミング（演習２） 初歩的なプログラミングができる。
7週 達成度試験 これまでの学習内容を理解している．
8週 プログラミング（演習３） 初歩的なプログラミングができる。

4thQ

9週 プログラミング（演習４） 初歩的なプログラミングができる。
10週 プログラミング（演習５） 初歩的なプログラミングができる。
11週 問題のモデル化 問題のモデル化の概要を理解し説明できる

12週 シミレーション コンピュータを用いたシミレーションの概要について
理解し説明できる．

13週 コンピュータネットワーク コンピュータネットワークの概要を理解し説明できる
。

14週 データベース データベース技術の概要について理解し説明できる。
15週 データサイエンスの基礎 データサイエンスの基礎について理解し説明できる。
16週 定期試験 学習した内容を理解している．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 1

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 2 前4

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 2 前7
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 2 前2

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 2 前2

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 2

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
9,後10

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 2

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
9,後10

任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 2

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
9,後10

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 2 前1
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 2 前1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 2 前1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 2 前1

評価割合
定期試験 達成度試験 課題・レポート 合計

総合評価割合 40 30 30 100
基礎的能力 20 20 20 60
専門的能力 20 10 10 40


